
【序論】

頁 新 旧

2 本格的な人口減尐・尐子高齢社会を迎えています。
本格的な人口減尐・尐子高齢社会を迎えようとして
います。

適切な表現に修正

5 耕作放棄地が増加しており、 （農地の）荒廃化が進んでおり、 適切な表現に修正

【基本計画】

頁 章 節 項目 新 旧

12 1 1
男女共同参
画社会

目標
審議会などにおける女性委員の登用率（％）
現状値　１８．１［H22］

審議会などにおける女性委員の登用率（％）
現状値　１８．５［H23］

現状値の修正

16 1 2 学校教育 後期

（４）学校給食の充実　１つ目の○
…学校給食のさらなる充実について検討を進めると
ともに、衛生管理基準に沿った学校給食の計画的
な整備…

…学校給食のさらなる充実について検討を進めると
ともに、学校給食の計画的な整備…

表記の追加

20 2 1
高速交通
ネットワーク

目標
長野新幹線の延伸
現状値　未開業[H22]　　　目標値　開業

北陸新幹線の開通
現状値　未開通[H22]　　　目標値　開通

表記の修正

21 2 1
地域交通
ネットワーク

目標
幹線道路整備延長（ｍ）
現状値　４，７３１　　目標値　８，２３１

幹線道路整備延長（ｍ）
現状値　５，５３１　　目標値　８，８３１

現状値・目標値の修
正

21 2 1
地域交通
ネットワーク

目標
公共交通延べ利用者数(人／年)
現状値　１１３，５３８

公共交通延べ利用者数(人／年)
現状値　１０３，３９０

現状値の修正

22 2 2 土地利用 後期
（３）土地需要の調整と適正な土地利用の誘導　２つ
目の○
耕作放棄地 遊休荒廃農地

適切な表現に修正

24 2 2 住宅・宅地 後期
（２）公営住宅の整備と管理　１つ目の○
公営住宅のあり方や、民間との役割を明確にし、役
割分担に応じ必要な整備を図ります。

良好な住環境を維持するため、公営住宅の改築・建
て替えを必要に応じて計画的に進めます。

民間との役割分担を
明確に表記

25 2 3
高度情報通
信ネットワー
ク

目標
電子申請の件数（件）
現状値　２８９

電子申請の件数（件）
現状値　３６

現状値の修正

31 3 4 工業 前期

○首都圏を中心とした企業訪問を行うため、産業立
地推進員を配置し、各企業の立地状況等の情報収
集と市内工業団地の紹介や優遇制度の説明を行
い、企業誘致を推進しています。

追加

32 3 5 就労・雇用 目標
就職相談会参加者数（人/年）　　目標値　１３０
インターンシップ実施学生数(人/年）　　目標値　１５

就職相談会参加者数（人/年）　　目標値　１２０
インターンシップ実施学生数(人/年）　　目標値　１０

目標値の修正

35 4 1
障がい者福
祉

ﾁｬﾚﾝｼﾞ
障がい児・者及び家族に対するライフステージに応
じた一貫した相談支援体制の充実を目指します。

追加

36 4 1
低所得者福
祉

現状課題

３つ目の○
経済状況の低迷などにより、生活保護世帯の一層
の増加が懸念されており、自立に向けた支援の強
化と法律に基づく適正な制度運用を行う必要があり
ます。

経済状況の低迷などにより、保護世帯の一層の増
加が懸念されています。

追加

37 4 2 健康増進 後期
（２）健康づくり活動の推進　５つ目の○
…森林セラピー基地「平尾の森」と有機的に連携す
るなど、…

…森林セラピー基地と有機的に連携するなど、… 表記の追加

39 4 2 医療 前期

○浅間総合病院は、病院改革プランに基づき、平成
２２年度から地方公営企業法の全部適用を行い、経
営責任の明確化や職員の経営参画意識、コスト意
識改革を図るなかで病院財政の健全化を図りまし
た。

追加

41 4 3
子育て支援・
児童福祉

目標
つどいの広場の利用者数(人)
現状値　１５，０９９　　目標値　１５，８００

つどいの広場の利用者数(人)
現状値　１２，９２７　　目標値　１３，５００

現状値・目標値の修
正

42 4 3 母子保健 前期

○浅間総合病院は、不妊治療を受ける夫婦が年々
増加の傾向にあることから、不妊治療に対する経済
的負担の軽減と治療の受けやすい環境整備のた
め、県内１０番目となる不妊治療費助成事業指定医
療機関として県から指定を受けました。

追加

第一次佐久市総合計画後期基本計画（案）の新旧対称表
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頁 章 節 項目 新 旧

43 5 1 環境保全 ﾁｬﾚﾝｼﾞ
市内の自然エネルギーを用いた電力自給率、３％を
目指します。

家庭用太陽光発電システムの設置総容量を１０，０
００Kwにします。

チャレンジの修正

45 5 2 環境衛生 後期

（１）廃棄物処理対策の推進　４つ目の○
平成２９年度に新クリーンセンターの稼働を目指し、
早期の地元合意形成を図りつつ、整備を推進しま
す。

早期の地元合意形成を図りつつ、新クリーンセン
ターの整備を推進します。

記述の修正

46 5 2 上水道 目標
有収率（％）　現状値　８４．０　目標値　９０．０
水源余裕率(％）　現状値　１６．２　目標値　２２．０

上水道普及率（％）　現状値　９９．７　目標値　９９．７目標の修正

46 5 2 上水道 ﾁｬﾚﾝｼﾞ
水を自然流化方式で配ることができる地形を生かし
ながら、太陽光発電を導入するなどにより、環境に
配慮した水道を構築します。

追加

47 5 2 下水道 目標
下水道整備面積(ｈa)
現状値　２，９３１　　目標値　３，０３２

下水道整備面積(ｈa)
現状値　２，９２５　　目標値　３，０２６

現状値・目標値の修
正

49 6 1 消防・救急 現状課題

事故や救急傷病者が発生した場合、現場に居合わ
せた人による応急手当が重要であることから、AED
の普及・設置と、使用方法を含めた救急蘇生法の講
習会の実施などの充実を図る必要があります。

追加

49 6 1 消防・救急 後期

（１）広域消防・救急体制の強化
○　市有施設などへのAEDの設置を推進するととも
に、設置場所の周知と使用方法を含めた救急蘇生
法の普及を図ります。

追加

52 6 2
協働のまち
づくり

目標 公文書開示請求件数(件/年） 目標値の一部削除

53 6 2
ｺﾐｭﾆﾃｨの育
成

目標
区への加入率（％）
現状値87.57［Ｈ22］　目標値90.00

追加

55 6 2 行財政 後期
（２）効率的な財政運営
○遊休地の売却や広告事業などにより、新たな自
主財源の確保に努めます。

追加

【全般的事項】

頁 章 節 項目 新 旧

「障害」の表記については、施設名や既にある計画
名等はそのままで表し、一般的なものは、「障がい」
で統一する。

（前回総合計画審議会での意見に対する検討結果）

【序論】

頁 指摘事項 検討結果

5
風土はつくるものではないので、「風土づくり」という
表現は不適切である。

ご指摘の一面もありますが、風土には、歴史や文化
など、人々が築きあげるものも含めた、その土地の
総括的な環境という意味もあるため、風土づくりと表
現しても支障ないと考えます。

【基本計画】

頁 章 節 項目 指摘事項 検討結果

15 1 2 学校教育 後期

（４）学校給食の充実
食育の基本は学校教育であるため、佐久城山小学
校の給食など、もっと食育を強く表記した方が良い
のではないか。

（４）学校給食の充実の４つ目の○に、佐久城山小
学校の給食も含めた学校給食全般について、「地産
地消」及び「食育」を推進する、とあります。
また、第４章・第２節・健康増進の「後期の主な取り
組み」に、（３）食育の推進が謳われています。
同様に、前期計画でも表記していますので、「食育」
に関する施策については、現在においても、積極的
に実施されているところです。

行

右上１１


